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すばる望遠鏡用観測装置CIAOは、明るい天体の近傍にある暗い天体を観測するための近赤外ステラーコロナ
グラフカメラである。CIAOは撮像、分光機能の他に、偏光観測機能をも備えており、さまざまなサイズのオカ
ルティングマスクと組み合わせた偏光観測ができる。

CIAOの偏光光学系は、回転する 1/2波長板と、装置内の冷却されたワイヤーグリッド偏光子から成っており、
直線偏光観測を行うことが可能である。また、1/4波長板を準備中であり、円偏光も検出可能となる。天体の偏
光が、補償光学装置や CIAO内部の光学系による器械偏光の影響を受けることのないよう、波長板を光路上に挿
入させる機構は、装置光学系の前、すなわちカセグレン焦点部の最上段に設置されている。ワイヤーグリッド偏
光子は CIAOクライオスタット内部のターレットに収められている。フィルタ、オカルティングマスクの状態を
気にすることなく、波長板と偏光子を光路上に挿入するだけで、偏光観測モードへ切り替えられるようになって
いる。

実験室テストの後、すばる望遠鏡に搭載しての第一回偏光機能試験観測は 2001 年 1月に行われ、JHKバンドに
おける偏光効率、器械偏光等の測定を行った。その結果、特にH、Kバンドでは 98%を超える高い偏光効率を持つ
ことが確認された。また、試験天体としてHL Tauを選び、好シーイング条件下での高解像度偏光観測を行った。

本講演では、以上に述べた偏光機能の仕様の詳細と試験観測結果について報告する。


